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留萌本線の廃止に合意
令和 5 年と令和 8 年の２段階

苦渋の決断

　

JR
北
海
道
が
平
成
28
年
11
月

に
「
単
独
で
は
維
持
困
難
」
と

公
表
し
て
い
た
10
路
線
13
区
間

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
っ
た
留
萌

本
線
の
廃
止
を
決
め
る
合
意
書

に
、
８
月
30
日
沿
線
４
自
治
体

の
首
長
が
サ
イ
ン
を
し
ま
し

た
。
今
後
は
代
替
交
通
策
な
ど

の
協
議
を
JR
側
と
続
け
て
い
き

ま
す
。

　

７
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
会

議
で
JR
側
か
ら
廃
止
の
提
案
を

受
け
、
町
内
５
個
所
延
べ
６
回

説
明
会
を
開
催
し
、
ま
た
町
内

３
団
体
に
も
そ
の
内
容
を
説
明

し
て
き
ま
し
た
。

　

留
萌
本
線
は
１
９
１
０
年
に

深
川
―
留
萌
間
が
開
業
し
、
そ

の
11
年
後
に
留
萌
―
増
毛
間
が

開
業
。
１
１
０
年
以
上
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
横
山
町
長
は
「
町
民
の
足

と
し
て
、
先
人
の
作
り
上
げ
て

き
た
留
萌
本
線
を
残
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
最
後
ま
で
存

続
を
訴
え
、
JR
北
海
道
と
国
や

北
海
道
に
対
し
て
６
項
目
の
要

請
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
し
た

対
応
を
す
る
と
の
回
答
を
受

け
、
合
意
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

署
名
し
た
日
か
ら
横
山
町
長

は
、
直
接
的
に
影
響
す
る
恵
比

島
地
区
を
皮
切
り
に
、
説
明
会

を
５
個
所
で
開
催
し
、
今
回
合

意
し
た
内
容
や
今
後
の
代
替
交

通
の
考
え
方
を
直
接
説
明
し
ま

し
た
。

　

横
山
町
長
は
「
今
ま
で
留
萌

本
線
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
や
、
日
本
各
地
か
ら
様
々

な
意
見
を
く
だ
さ
っ
た
『
Ｊ
Ｒ

に
乗
り
続
け
隊
』
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
こ
れ

か
ら
は
、
石
狩
沼
田
―
深
川
間

が
廃
止
さ
れ
る
３
年
半
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま

し
た
。
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〇ＪＲ北海道への要請事項
・増便等利便性の向上に向けしっかりと対応するよう要請した。
・旭川への直行便運行や旭川方面へのＪＲ接続を充実するよう要請した。
〇国・北海道への要請事項
・恵比島～沼田間代替交通の確保を図る上で、道道の除雪体制が早朝便運行に支  
  障のないよう要請した。
・道道沼田妹背牛線の防雪柵の設置を図り、冬期間の視界不良に伴う交通事故防   
  止の対策を要請した。
・バスストップの開設などを要請した。
・バス運行が持続出来るような補助制度への改正と居住地によって教育格差が生  
  じないよう、国に対して高等学校への通学費補助制度の創設を要請した。

１．石狩沼田・留萌間は令和５年３月末まで運行し廃止
２．深川・石狩沼田間は令和８年３月末まで運行し廃止（部分運行は３年間）
３．深川・石狩沼田間の運行費用と折返設備の費用はＪＲが全額負担
４．代替交通支援は、鉄道廃止から最大１８年間分
５．ＪＲから各自治体へのまちづくり支援は７，０００万円

ＪＲ北海道との合意内容

　

町
営
バ
ス
幌
新
線
が
現
在
運

行
し
て
い
る
５
便
に
プ
ラ
ス
し

て
真
布
経
由
の
新
ル
ー
ト
を
早

朝
の
１
・
２
便
と
夜
の
８
便
を
追

加
し
て
、
合
計
８
便
の
幌
新
線

を
運
行
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

朝
の
深
川
方
面
行
き
は
、
石

狩
沼
田
発
６
時
27
分
発
と
７
時

29
分
発
の
列
車
に
間
に
合
う
よ

う
に
町
営
バ
ス
幌
新
線
を
運
行

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
で
滝
川
市
や
旭
川
市

の
高
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
帰
り
の
石
狩
沼
田
午
後
４

時
25
分
着
の
便
は
、
乗
り
合
い

タ
ク
シ
ー
等
で
カ
バ
ー
し
、
午

後
６
時
27
分
着
の
便
は
新
し
く

真
布
経
由
で
運
行
す
る
幌
新
線

８
便
に
接
続
す
る
こ
と
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
午
後
８
時
28
分

着
の
便
は
、
一
般
タ
ク
シ
ー
の

助
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

留
萌
方
面
に
は
沿
岸
バ
ス（
留

萌
旭
川
線
）
に
接
続
で
き
る
よ

う
北
竜
町
碧
水
の
バ
ス
停
ま
で

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
、

留
萌
方
面
か
ら
の
帰
り
も
碧
水

の
バ
ス
停
か
ら
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

説
明
会
で
ご
説
明
し
た

　
　
　
　

代
替
交
通
の
案

合意の際、沼田町がＪＲ北海道及び国と北海道へ
要請を行った６項目

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
提
案
は
、
主
に
来
年

３
月
末
で
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
る

恵
比
島
と
真
布
及
び
留
萌
方
面

へ
の
交
通
に
つ
い
て
の
原
案
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
全
線
廃
止
に
な
っ

た
場
合
の
代
替
交
通
に
つ
い
て

今
後
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
頂
き
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
創
出

課
JR
留
萌
本
線
対
策
室
３
５
ー

２
１
５
５
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。


